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北国の寒い冬

この時期、室内では熱い戦いが繰り広げられている

それは下の句が書かれた木札を取り合う

「百人一首」である

読み手と取り手が合意となり、華麗なまでに瞬時にさばく指先は

神妙さをも感じさせる

（１月５日　町子ども会カルタ大会より　於：町公民館）
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町
職
員
の
給
料
と

職
員
数
の
あ
ら
ま
し

町
に
は
、
町
民
の
皆
様
の
生
活
に
か
か
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
に
従
事
す
る
多

く
の
職
員
が
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
職
員
に
は
、
従
事
す
る
職
務
の
内
容
と
責
任
度
合
い
な
ど
に
応
じ
た

給
与
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
、
そ
の
内

容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

人
件
費
と
は
、
職
員
な
ど
に
支
給
す
る

給
与
と
退
職
手
当
、
共
済
費
な
ど
を
含
む

使
用
者
負
担
分
の
費
用
の
こ
と
で
す
。

こ
れ
を
平
成
十
三
年
度
普
通
会
計
で
み

る
と
（
表
１
）
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

職
員
の
給
与
は
、
基
本
給
与
と
し
て
の

給
料
と
扶
養
手
当
や
通
勤
手
当
な
ど
の
諸

手
当
か
ら
な
っ
て
お
り
、「
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
」
な
ど
に
よ
り
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

人
　
件
　
費

給
　
料
　
表

職
員
の
給
料
月
額
は
、
給
料
表
に
よ
っ

て
決
ま
り
ま
す
が
、
こ
の
給
料
表
は
、
職

務
の
内
容
、
責
任
の
度
合
い
に
基
づ
い
た

級
に
分
か
れ
ま
す
。

町
長
や
町
議
会
議
員
な
ど
の
特
別
職
を

除
く
す
べ
て
の
職
員
に
適
用
さ
れ
る
行
政

給
　
　
　
料

一
般
職
員
の
給
料
は
、
一
定
の
期
間
良

好
な
成
績
で
勤
務
し
た
と
き
、
１
号
俸
昇

給
し
ま
す
。

学
歴
別
の
初
任
給
は
、（
表
４
）
の
と
お

り
で
す
。

平
成
十
四
年
四
月
一
日
現
在
の
平
均
給

料
月
額
は
、（
表
５
）
の
と
お
り
で
す
。

諸
　
手
　
当

民
間
の
賞
与
に
あ
た
る
期
末
・
勤
勉
手
当
は
、
年

三
回
に
分
け
て
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
支
給
時
期

と
支
給
割
合
は
、（
表
６
）
の
と
お
り
で
す
。
今
回
、

条
例
の
改
正
が
行
わ
れ
支
給
割
合
が
年
間
で
０
・
０

５
月
分
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

職
員
に
は
、
給
料
の
ほ
か
に
、
一
定
の
条
件
に
あ

て
は
ま
る
場
合
に
各
種
の
手
当
（
表
７
）
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

退
職
手
当
は
、
退
職
時
の
給
料
月
額
に
、
勤
務
年

数
と
退
職
理
由
に
応
じ
て
定
め
ら
れ
た
支
給
率
（
表

８
）
を
乗
じ
て
算
出
さ
れ
ま
す
。

表１　決算に占める人件費の状況（普通会計分）

表２　職員給与費の状況（普通会計）

住民基本
台帳人口
（H14.3.31）

4,433人

職員数

（Ａ）
給　料

千円

給　 与　　 費

78人 282,663 

諸手当

千円

56,670 

期末・勤勉

手当 千円

133,057 

計

千円

472,390  

1人あたり

の給与費

千円

6,056

年

度

13

年

度

13

歳出総額（Ａ）

千円

5,124,646

人件費（Ｂ）

千円

779,802

人件費率

（Ｂ）／（A）

15.2%

（参考）
平成12年度
の人件費率

14.9%

表３　一般行政職の級別職員数の状況 （平成14年４月１日現在）

区　　分

標 準 的 な

職務の内容

職　員　数

構　成　比

８級

人

11
％

15.5

人

0
％

0.0

人

19
％

26.8

人

10
％

14.1

人

5
％

7.0

人

13
％

18.3

人

9
％

12.7

人

4
％

5.6

人

71
％

100

課　長
係　長

主査・主任主事・主任技師

７級

課長補佐・主幹

６級 ５級 ４級 ３級

主事・技師
主事補

技師補

２級 １級 計

表４　初任給の状況 （平成14年 4月 1日現在）

区　　分

一
般
行
政
職

大学卒

高校卒

苫　前　町

174,400円

141,900円

Ⅰ種 184,200円

Ⅱ種　 174,400円

141,900円

国

表５　平均給料月額と平均年齢の状況
（平成14年 4月 1日現在）

区　　分

一
般
行
政
職

平均給料

月 額

平均年齢

苫　前　町

321,650円

39歳4月

332,052円

40歳 4月

国

表６　期末・勤勉手当の支給割合（平成14年４月１日現在）

区　分

６月期

12月期

３月期

合　計

期末（月分）

1.45 

1.55 

0.50 

3.50 

職務上の段階、職務の級などに

よる加算措置 有

勤勉（月分）

0.60 

0.55 

- 

1.15 

計（月分）

2.05 

2.10

0.50

4.65

国

苫前町

と同じ

苫　　　前　　　町

ま
た
、
人
件
費
の
う
ち
、
給
料
、
扶
養

手
当
、
通
勤
手
当
及
び
諸
手
当
を
合
わ
せ

た
職
員
給
与
費
に
つ
い
て
は
、（
表
２
）
の

と
お
り
と
な
り
ま
す
。

職
給
料
表
は
、（
表
３
）
の
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

期別支給
割合は異
なる（ ）
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表７―② 特殊勤務手当の状況

表８　退職手当の状況

表10 定員の状況　部門別職員数の状況 （各年４月１日現在）

表７―① 扶養手当、住居手当、通勤手当などの状況　　
（平成14年４月１日現在）

町
長
、
助
役
の
給
料
や
町
議
会
議

員
の
報
酬
月
額
な
ど
に
つ
い
て
は
、

議
会
で
議
決
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
状

況
は
（
表
９
）
の
と
お
り
で
す
。

職
員
数
に
つ
い
て
は
、
社
会
の
変

化
や
町
民
の
皆
様
の
要
望
な
ど
に
対

応
す
る
た
め
、
定
員
の
適
正
な
管
理

を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
状
況
に
つ
い

て
は(

表
10)

の
と
お
り
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
総
務
係

�
四
ー
二
二
一
一
（
内
線
二
〇
三
）

職員全体に占める手当支給職員の割合

支給対象職員１人当たり平均支給年額

手　　　当　　　の　　　種　　　類

9.0％

163,200円

�　防疫等作業手当

�　税務事務従事手当

�　死体処理作業従事手当

�　除雪作業従事手当

�　保健師業務手当

�　異常圧力内作業手当

�　牛馬取扱手当

区分

扶

養

手

当

住

居

手

当

通

勤

手

当

苫　　　　前　　　　町

①配偶者　16,000円

②配偶者以外の扶養親族

ア　２人まで　　　１人につき6,000円

扶養親族でない配偶者を有する場合　　

そのうち１人は 6,500円

配偶者がない場合　　　　　　　　　　

そのうち１人は11,000円

イ　３人目から　 １人につき3,000円

ウ　16～22歳の子 １人につき5,000円

加算

①借家・借間に居住している場合

ア　月額23,000円以下の家賃を支払ってい

る職員

家賃の月額から12,000円を差し引い

た額

イ　月額23,000円を超える家賃を支払って

いる職員

11,000円＋（家賃－23,000円）÷２

で得られる額で27,000円を限度

②自宅に居住している場合　　月額5,000 円

①交通機関などを利用している場合

１か月に要する運賃などの相当額。

ただし、その額が45,000円を超える場合　　

は

45,000円＋（45,000円を超える額÷２）

得られる額で50,000円を限度

②自家用車などを使用している場合

使用距離により　2,000円～20,900円

苫前町と同じ

①苫前町と同じ

②月額1,000円

（取得後５年間は、

2,500円）

苫前町と同じ

国

区　　　分

（支給率）

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度額

加 算 措 置

退 職 時 の

特 別 昇 給

苫　　前　　 町

自己都合　 勧奨・定年

21.0  月分　28.875月分

33.75月分　44.55月分

47.5  月分 62.7  月分

60.0  月分 62.7  月分

定年前早期退職特例措置

あり（２％～20％加算）

長期にわたり勤務した

職員　１～２号俸

国

苫前町と同じ

苫前町と同じ

１号俸

区　　　分

議　　会

総務企画

税　　務

民　　生

衛　　生

労　　働

農林水産

商　　工

土　　木

小　　計

一

般

行

政

部

門

教 　 　 育

水 道 事 業

国 保 事 業

介 護 事 業

下 水 道 事 業

風 力 事 業

合 　 　 計

職　　員　　数
主な増減の理由

平成12年

2

29

3

9

5

12

3

8

71

14

3

2

0

2

1

93

平成13年

2

26

2

7

5

11

4

8

65 

15

3

2

2

2

2

91

平成14年

対前年比

14年-13年

2

26

2

7

6

10

3

8

64

15

3

2

2

2

2

90

1

△1

△1

△1

△1

保健衛生業務の充実による増

農業委員会業務の一部を町長部局職
員の併任としたことによる減
施設管理業務の委託による減

特
別
職
の
報
酬
な
ど

職
　
員
　
数

表９　特別職の報酬などの状況　 （平成14年４月１日現在）

区 　 　 　 分 給料月額等 期 末 手 当

６月期　 2.05月分

12月期 2.10月分

３月期　 0.50月分

計　　 4.65月分

職務の加算措置　15％

町 長

助 役

議 長

副 議 長

常 任 委 員 長

議 員

840,000円

680,000円

260,000円

220,000円

200,000円

190,000円

ただし、平成15年４月30日までに支給する町長・助役の期末手当については、
それぞれ次の割合を減じた額とする
町　長　 100分の10
助　役　 100分の7
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１月12日午後１時、平成15年の「苫前町成人式」が町公民館で挙行さ

れた。今年の対象者は44人で、うち男性14人、女性18人の32人が出席

し、多くの来賓や父母らとともに新成人の希望の門出を祝った。

真新しいスーツや紋付き袴、華やかな振り袖に身を包み、新成人一人ひ

とりが「お父さん、お母さんどうもありがとう」「社会人として責任ある

行動を取ります」「今年か来年結婚します」などと節目となるメッセージ

を述べ、喜びと輝きの表情でステージ中央から入場した。

町教育委員会の岡田裕幹教育委員長は式辞で、「２１世紀は皆さんの世

紀です。『Ｉ　have a dream』私には夢があると叫ぼう。その夢の実現

のため、努力という汗を流してほしい」と昨年ノーベル賞に輝いた小柴さ

んと田中さんの言葉を引用しながら新成人の船出を祝った。

続いて小畑洋起君と田中真由美さんの二人が新成人を代表して「社会の

一員としてのきまりを守り、明日の郷土を築く担い手として町の発展のた

め努力します」と力強く宣誓。對馬千歩さんが記念品を受け取ったあと、

来賓の久保田徳満町長（欠席のため広瀬功直町教育委員会教育長がメッセ

ージを代読）、坂川黙音町議会議長らからお祝いの言葉が贈られた。

また、藤田守芳君と西川友香里さんが意見発表を行い会場から大きな拍

手を受け、最後に集合記念撮影で成人式の節目を締めくくった。

成人宣誓を行う小畑洋起君と田中真由美さん

町議会議長や町理事者らと記念撮影をする32人の新成人

記念品を受け取る對馬千歩さん

意見発表をする藤田守芳君

意見発表をする西川友香里さん

戸籍の
小　箱

慎
ん
で
お
悔
み

申
し
上
げ
ま
す

谷
　
　
フ
ミ
（
90
歳
）
12
月
28
日

古
丹
別

宇
草
　
節
子
（
67
歳
）
12
月
28
日

古
丹
別

加
藤
　
　
實
（
80
歳
）
12
月
30
日

古
丹
別

佐
々
木
春
雄
（
82
歳
）
１
月
１
日

苫
　
前

藤
田
　
正
春
（
65
歳
）
１
月
11
日

力
　
昼

藤
田
　
　
誠
（
35
歳
）
１
月
20
日

力
　
昼

成
田
　
茂
市
（
80
歳
）
１
月
22
日

苫
　
前

伊
勢
　
勝
平
（
90
歳
）
１
月
24
日

上
　
平

氏
名

年
齢

死
亡
日

住
所

工
藤
千
翔
星

ち

と

せ

典
緒
／
澄
子

12
月
３
日
古
丹
別

前
川
未
咲
希

み

さ

き

松
夫
／
朋
子

12
月
20
日
長
　
島

氏
　
名

父
・
母

出
生
日

住
所

ご
成
長
を

お
祈
り
し
ま
す

長女 長女

糸
　
川
　
伸
一
郎
（

旭
　
）
新
　
井
　
寛
　
子
（
江
別
市
）

氏
名（
夫
）

住
所

氏
名（
妻
）

住
所

末

長

く
お

幸

せ

に



予
　
備
　
自
　
衛
　
官
　
補

備
　
　
考
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平
成
十
五
年
度

検
察
審
査
員
候
補
者
決
ま
る

平
成
十
五
年
度
の
検
察
審
査
員
候

補
者
と
し
て
、
苫
前
町
か
ら
三
十
三

人
の
方
々
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

選
任
方
法
は
、
町
選
挙
管
理
委
員

会
が
選
挙
人
名
簿
を
も
と
に
、「
く
じ
」

で
候
補
者
を
選
び
出
し
た
も
の
で
、

そ
の
後
さ
ら
に
、
こ
の
候
補
者
の
中

か
ら
検
察
審
査
員
事
務
局
が
再
度

「
く
じ
」
を
行
っ
て
、
検
察
審
査
員
を

決
定
し
ま
す
。

同
審
査
員
の
仕
事
と
は
、
検
察
官

が
被
疑
者
を
裁
判
に
か
け
な
か
っ
た

事
件
に
つ
い
て
、
そ
の
取
扱
が
正
し

か
っ
た
か
ど
う
か
を
審
査
し
た
り
、

検
察
庁
の
仕
事
全
般
に
つ
い
て
、
改

め
る
べ
き
点
が
あ
る
か
ど
う
か
を
検

事
正
に
伝
え
た
り
す
る
役
割
を
持
っ

て
い
ま
す
。

任
期
は
各
群
ご
と
に
六
か
月
と
な

っ
て
い
ま
す
。

（
第
一
群
）
任
期
二
月
一
日
か
ら
七
月

三
十
一
日
ま
で

伊
藤
三
希
子
（
苫
前
）
東
出
正
興
、

岩
本
真
実
、
吉
田
義
博
、
森
ひ
と
み

（
古
丹
別
）
年
代
ミ
ツ
ヱ
（
力
昼
）
伊

藤
ひ
ろ
子
（
長
島
）
谷
田
隆
（
小
川
）

（
第
二
群
）
任
期
五
月
一
日
か
ら
十
月

三
十
一
日
ま
で

平
成
十
五
年
度
の
新
入
学
予
定
者

は
、
苫
前
小
学
校
十
六
人
、
古
丹
別

小
学
校
七
人
、
力
昼
小
学
校
二
人
の

合
計
二
十
五
人
で
す
。（
平
成
十
四
年

十
月
一
日
現
在
）
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

次
に
記
載
す
る
入
学
予
定
者
以
外

で
苫
前
町
に
在
住
（
転
入
）
す
る
該

当
者
に
つ
い
て
は
、
お
早
め
に
町
教

育
委
員
会
管
理
課
学
校
管
理
係
（
�

四
ー
二
二
一
一
・
内
線
二
一
七
）
ま

で
申
し
出
く
だ
さ
い
。

（

）
内
は
保
護
者

▼
苫
前
　
横
内
聡
（
淳
）、
高
瀬
史
帆

（
達
秀
）、加
藤
悠
貴
（
由
香
利
）、成

川
楓
（
ち
は
る
）、
昇
遼
太
（
洋
一
）、

山
本
侑
奈
（
一
二
美
）、
小
森
勇
望

（
輝
幸
）、三
好
彩
文
南（
康
夫
）

▼
旭
　
北
村
拓
磨
（
拓
也
）、
長
澤
茉

由
佳
（
祐
一
）、
五
十
嵐
海
渡
（
光

昭
）、千
田
大
貴
（
貴
史
）、
岡
田
郭

豊
（
隆
文
）、
伊
藤
未
来
（
正
一
）、

清
水
理
緒
奈
（
美
奈
子
）、
宇
草
子

苫
前
小
学
校

竜
（
裕
）

▼
香
川
　
田
口
萌
乃
（
紀
）

▼
古
丹
別
　
奥
山
聡
士
（
和
彦
）、
鈴

木
章
太
（
豊
）、
後
藤
光
輝（
幸
和
）、

伊
藤
匠
（
真
奈
美
）

▼
九
重
　
杉
野
雅
人
（
隆
蔵
）

▼
小
川
　
小
澤
悠
哉
（
博
記
）

▼
　
佐
藤
翔
太
（
信
一
）、
若
狭
未
来

（
英
司
）

（
町
内
三
小
学
校
で
二
十
五
人
） 

古
丹
別
小
学
校

力
昼
小
学
校

宮
本
ア
サ
ヱ
、
相
坂
美
希
、
矢
根

登
美
子
、
佐
々
木
信
、
嘉
野
博
明

（
古
丹
別
）
佐
武
眞
利
子
、
久
保
和
子

（
九
重
）
若
狭
英
司
（
力
昼
）

（
第
三
群
）
任
期
八
月
一
日
か
ら
一
月

三
十
一
日
ま
で

田
中
和
子
（
苫
前
）
宮
本
美
保
子
、

大
橋
美
奈
子
、
水
谷
悟
、
池
田
礼
子
、

木
田
繁
（
古
丹
別
）
松
谷
和
男
（
九

重
）
十
川
主
税
（
香
川
）

（
第
四
群
）
任
期
十
一
月
一
日
か
ら
四

月
三
十
日
ま
で

瀬
川
絵
梨
子
、
五
十
嵐
栄
子
、
野

崎
敦
子
、
岸
保
子
（
苫
前
）
千
葉
英

士
、
眞
田
英
人
、
宇
草
京
子
、
矢
田

博
（
古
丹
別
）
長
澤
ま
ゆ
み
（
旭
）

平 成 15 年 度 予 備 自 衛 官 補 募 集

※細部については、苫前町役場又は旭川地方連絡部留萌募集事務所にご連絡ください。
苫前町役場：苫前町字旭37－1（�：01646－4－2211）、留萌募集事務所：留萌市開運町1丁目（�：0164－42－4650）

自衛官未経験者で

★一般採用
１８歳以上３４歳未満

★技能採用
１８歳以上保有する技
能により５３歳～５５
歳未満

予備自衛官補とは、普段は大学生、社会人としていながら定期的な予備自衛官になるための教育訓練
を受け、約３年間の教育終了後、予備自衛官となる制度です。予備自衛官補は、教育訓練の招集のみ応
ずる義務を有し防衛招集応召義務及び災害招集応召義務はありません。

採用後の待遇
★教育訓練招集手当：日額７,９００円
★教育訓練日数：一般　５０日／３年以内、技能　１０日／２年以内

平成１５年

１月１４日
〜

４月１１日

平成１５年

１月１９日
〜

４月２１日

の間のいず
れか１日

技能区分について（概要）
●医師・薬剤師、理学療法士、放射線技
師、臨床検査技師、准看護師、栄養士、
歯科技工士等
●語学：英語、ロシア語、中国語、朝鮮語
●自動車整備士等
●情報処理（各種試験合格者）等
●無線通信士、陸上無線技術士、総合工事
担任者等
●電気主任技術者免状保有者等
●建築士、測量士、建設機械施工技術士等
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北留萌消防組合消防署苫 前 支 署　�４-２３２１
〃　　　　古丹別支署　�５-４１１９

当組合では、新年を迎え道内各地で焼死

者火災が発生している現状から、組合管内

の住民一人ひとりに火災の恐ろしさを認識

させるとともに、出火の絶無と火災による

死傷者の発生を未然に防止することを目的

として、組合独自の焼死者事故防止運動を

実施しております。

期間中、独居老人住宅、身体不自由者住

宅の非難口確保のための除雪等を消防職

員、団員で実施しますので、希望される方

は苫前支署（�4-2321）、古丹別支署（�

5-4119）へ連絡願います。

-お問い合わせ先- 苫前町在宅介護支援センター（�４ー２２１１内線234）

排泄は日常生活において、最も頻度のある
活動です。自力での排泄は、身体機能の維持
と本人の自尊心を保つうえで重要な動作の一
つであり、オムツ等の利用も場合によっては
「動かなくてもよくなる」「動けなくなる」
「動きたくなくなる」の悪循環を招くことに
なります。
また、痴呆症状のある場
合は、尿意の有無にかかわ
らず時間とタイミングを計
ってトイレでの排泄を促す
こともできます。排泄に係

る介護は、介助者の理解と根気、そして排泄
に適した姿勢に配慮することが大事なポイン
トとなります。
排泄行為は、最も人に見られたくないプラ

イベートな行為のため、多くの方は「排泄だ
けは人に介助してもらいたくない」と考えて
おります。トイレで排泄できるという当り前
の動作が生活範囲の拡大と日々の暮らしの喜
びを広げることとなります。

介護者が根気よく時間を見てトイレに座らせることで
次のようなメリットがあります。

①　オムツを使用しないことで床ずれの予防が出来る。

②　衣服を汚してはいけないと緊張感を持続させることでボケ予防となる。

③　トイレやポータブルトイレに移動することにより寝たきり予防となる。

※　ひとりでトイレに座らせることが出来ないときは、ホームヘルパー

などの在宅サービスを利用すると介護者の負担も軽減でき、介護され

る側も安心して在宅生活を継続することが出来ます。

介護技術・介護用品の相談等については、下記までお気軽にご相談ください。



◇開催日時

◇開催場所

◇参加部門

◇申し込み

◇そ の 他

平成15年２月23日（日）
受　付　午前９時00分～

開会式　午前９時30分～

とままえ温泉ふわっと
①親子の部（小学校入学前の親子）

②小学校１・２年生の部

③小学校３・４年生の部

④小学校５・６年生の部

⑤中学生の部

⑥高校・一般の部

⑦大凧の部（面積２㎡以上の凧）

⑧連凧の部

参加を希望される方は、２月14日までに苫前町凧あげ大会実行委員会事務

局（苫前町公民館内�5-4076）へ申込んで下さい。

大会当日は「アトラクション」や「景品入りもちまき」「出店コーナー」

なども予定しておりますので、皆さんお誘い合わせのうえご来場ください。
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☆開 催 日 時

☆開 催 場 所

☆参 加 対 象

☆チーム編成

☆申 し 込 み

☆そ　の　他

平成15年３月２日（日）

開会式　９時45分～

苫前町野球場（特設会場）

中学生以上の男女

１チーム９名以内で、競技者７名補

欠２名で構成して下さい。

参加希望チームは苫前町スポーツセ

ンター（�5-4515）へ申し込んで

下さい。

悪天候により実施できない場合は３

月９日（日）へ延期致します。

全国の成人式で新成人者の態度に注目される中、

当町でも１月12日（日）無事に成人式が終了した。

数年前から実行委員会方式の前夜祭も行なわれて

いない。しかし、今年は成人式終了後の夕方から

同級生によるパーティーが公民館で行なわれた。

幹事役が事前に公民館を予約し、同級生に連絡を

取り合い自主的に行なわれた。翌日、公民館の管

理人から報告があった。「今まで見たことのない、

すばらしい若者達でしたよ」

使用した部屋の掃除・飲食したゴミの処理等、長

年管理をしているが、これまで見たことのないほ

どきれいな後始末であり、それにもまして帰りに

は事務室に寄り、「ありがとうございました」とお

礼を言ったとの事。あたりまえの事があたりまえ

にできない若者達と言われているが、苫前町の未

来が明るく見えた。

教育は一日にしてならず。がんばれ若者達。
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「
痴
呆
か
な
？
」
と
は
な
か
な
か

思
え
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、

「
お
か
し
い
な
、こ
ん
な
こ
と
な
か
っ

た
の
に
」
と
感
じ
る
こ
と
は
痴
呆
の

サ
イ
ン
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

具
体
的
に
家
族
の
お
話
し
か
ら
例

を
挙
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

・
娘
の
Ａ
さ
ん
＝
姑
は
き
帳
面
な
の

に
台
所
の
乱
雑
さ
が
目
立
つ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
鍋
は
焦
げ
て
い

る
し
、
冷
蔵
庫
の
中
も
雑
然
と
し

て
い
ま
す
。
洗
濯
物
を
し
ま
う
な

ど
整
理
整
頓
が
で
き
な
く
な
り
ま

し
た
。

・
娘
の
Ｂ
さ
ん
＝
母
は
家
計
の
や
り

く
り
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

一
か
月
分
の
食
費
を
渡
し
て
も
す

ぐ
に
使
い
果
た
し
て
し
ま
い
ま
す
。

家
に
あ
る
も
の
か
ど
う
か
考
え
ず
、

ほ
し
い
も
の
を
買
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

・
息
子
の
Ｃ
さ
ん
＝
父
は
老
人
ク
ラ

ブ
の
例
会
や
温
泉
旅
行
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。
膝
の
調
子
が
悪
く

な
っ
て
外
出
す
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
、
三
年
程
す
る
と
何
度
も

同
じ
こ
と
を
言
っ
た
り
聞
い
た
り

し
ま
し
た
。
年
の
せ
い
だ
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
体
調
を
崩
し
て

入
院
し
た
時
に
見
舞
い
に
来
た
人

を
覚
え
て
お
ら
ず
、
財
布
を
盗
ま

れ
た
と
疑
う
よ
う
に
な
り
私
は
見

舞
い
が
嫌
に
な
り
ま
し
た
。

・
嫁
の
Ｄ
さ
ん
＝
姑
の
様
子
が
何
か

違
う
と
思
い
、
夫
に
相
談
し
ま
し

た
が
相
手
に
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

母
親
が
呆
け
た
と
認
め
た
く
な
い

様
子
で
し
た
。
離
れ
て
住
ん
で
い

る
夫
の
姉
妹
が
遊
び
に
来
て
も
気

付
か
な
い
よ
う
で
し
た
が
、
泊
ま

っ
た
時
に
違
い
が
わ
か
り
姉
妹
か

ら
夫
に
話
し
を
し
た
と
こ
ろ
認
め

て
く
れ
ま
し
た
。

嫁
の
Ｄ
さ
ん
の
よ
う
に
様
子
が
違

う
と
思
っ
た
ら
ど
う
し
た
ら
良
い
の

で
し
ょ
う
か
？
　

ど
う
い
う
点
が
気
に
な
る
の
か
、

以
前
と
ど
う
違
う
の
か
具
体
的
に
書

き
留
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

か
か
り
つ
け
医
が
い
る
な
ら
書
き

留
め
た
点
に
つ
い
て
相
談
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
外
来
で
の
会
話
や
あ
い
さ

つ
は
痴
呆
の
人
で
も
で
き
る
こ
と
が

多
い
の
で
す
。
普
段
の
様
子
が
よ
い

判
断
材
料
に
な
り
ま
す
。

か
か
り
つ
け
医
が
い
な
い
場
合
は

役
場
の
保
健
師
に
相
談
し
て
み
ま
し

ょ
う
。
家
族
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対

応
で
き
る
か
話
し
合
う
き
っ
か
け
に

も
な
り
ま
す
。

痴
呆
だ
と
思
っ
て
い
て
も
う
つ
病

や
脳
に
腫
瘍
が
で
き
て
い
る
と
い
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
年
相
応

の
物
忘
れ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
ず
、

相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

こ
こ
ま
で
読
ん
で
「
私
は
ま
だ
呆

け
て
な
い
わ
」
と
思
っ
た
人
も
い
る

で
し
ょ
う
。
現
在
思
い
当
た
る
こ
と

が
な
く
て
も
年
相
応
の
脳
の
働
き
が

で
き
る
よ
う
に
、
生
き
が
い
を
大
切

に
し
ま
し
ょ
う
。

楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
（
脳
の
刺

激
に
な
る
）
機
会
を
旭
、
九
重
で
月

一
回
設
け
て
い
ま
す
。

教
室
で
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等

し
ま
す
が
、
教
室
の
参
加
、
手
伝
い

に
興
味
の
あ
る
方
、
見
学
し
て
み
ま

せ
ん
か
？
役
場
（
�
四
―
二
二
一
一
）

保
健
師
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

健

康

ば

ん

ざ

い

「
そ
れ
は
気
の
せ
い
？
」

今
月
の
担
当
は
八
島
保
健
師
で
す
。

家
族
が
気
付
い
た
こ
と

悩
ま
ず
、
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う

で
き
る
こ
と
な
ら
呆
け
た
く
な
い

痴
呆
予
防
教
室
見
学
者
大
募
集
！
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「熱.Ｎｏ２」
子どもが熱を出した、という相談を受けたとき、その

場におおっている最も大きな不安は何でしょうか？ズバ

リ言ってしまうと、「肺炎や髄膜炎ではないかどうか」と

いうことです。

小児救急の報道番組などが、この病気を繰り返し扱っ

ているので、これを不安がる方が多いのは当然です。私

たちはこのことを踏まえて、ご両親に次のようなことを

聞きます。

１）意識はありますか？

２）激しい頭痛はなさそうですか？

３）足を引きずっていませんか？

４）あごを胸につけることはできますか？

（髄膜炎では首が硬くなります）

５）「繰り返し」嘔吐してますか？

１）から５）までそろっている場合は髄膜炎・脳炎の可

能性があり、大至急受診しなければなりません。逆にそ

ろっていなければ、可能性は非常に低いと思われます。

（実際にそろうことは非常に少ないです）

また、言葉を話せない児の全身状態を確かめるために

次のようなことを聞きます。

「子どもは何をしてますか？飲み物はほしがります

か？食べられますか？どんなものを着てますか？熱を下

げる手当をしたら元気になりましたか？」

例えば高熱を出し、元気がなく、ぐったりまとわりつ

いたりして、食べ物にもおもちゃにもほとんど興味を示

さない、熱を下げる手当をした後も１時間以上このよう

な状態が続いた場合は要注意！受診を考えたほうがいい

でしょう。

熱の原因の中には「熱自体よりも」心配なものがあり

ます。次回はさらにその点に触れることにいたします。

Ｄr.須貝の小児科病棟２４時Ｄr.須貝の小児科病棟２４時

つくろう健康　幸せの未来づくり

国民健康保険・老人保健ガイド

す
こ
や
か
ラ
イ
フ 

Ｑ

長
年
勤
め
た
会
社
を
退
職
し
、

こ
の
度
国
保
に
加
入
す
る
の
で
す

が
、
退
職
者
を
対
象
と
し
た
特
別

な
医
療
制
度
が
あ
る
と
の
こ
と
で

す
が
？

Ａ
　
長
い
間
、
会
社
や
役
所
な
ど
に

勤
め
て
退
職
し
、
厚
生
年
金
や
共

済
年
金
を
受
給
し
て
い
る
七
十
四

歳
以
下
の
方
と
そ
の
扶
養
家
族
は
、

七
十
五
歳
に
な
っ
て
老
人
保
健
法

に
よ
る
医
療
を
受
け
る
ま
で
の
間
、

「
退
職
者
医
療
制
度
」
で
医
療
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
方
は
】

◯
　
次
の
条
件
す
べ
て
に
あ
て
は
ま

る
方
と
そ
の
扶
養
家
族
が
こ
の
制

度
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方

②
　
老
人
保
健
法
の
適
用
を
受
け
て

い
な
い
方

③
　
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
な
ど
の

老
齢
（
退
職
）
年
金
ま
た
は
通
算

老
齢
（
退
職
）
年
金
受
給
者
で
、

そ
の
年
金
制
度
の
加
入
期
間
が
二

〇
年
以
上
、
も
し
く
は
四
〇
歳
以

降
の
加
入
期
間
が
十
年
以
上
あ
る

方

【
診
療
を
受
け
る
と
き
】

◯
　
こ
の
制
度
で
医
療
を
受
け
る
と

き
は
、
届
出
に
よ
っ
て
交
付
さ
れ

た
「
国
民
健
康
保
険
退
職
被
保
険

者
証
」
を
医
療
機
関
の
窓
口
に
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
支
払

う
一
部
負
担
金
の
割
合
は
次
の
と

お
り
で
す
。
な
お
、
平
成
十
五
年

四
月
か
ら
の
一
部
負
担
金
の
割
合

は
い
ず
れ
も
三
割
と
な
り
ま
す
。

〈
退
職
者
本
人
〉

通
院
・
入
院→

二
割

〈
扶
養
家
族
〉

通
院→

三
割
、
入
院→

二
割

国
保
・
老
健
Ｑ
＆
Ａ

退
職
者
医
療
制
度
の
加
入
資
格

は
、
年
金
の
受
給
権
が
発
生
し

た
日
か
ら
得
ら
れ
ま
す
。
年
金

証
書
を
受
け
取
っ
た
ら
、
必
ず

十
四
日
以
内
に
国
保
の
窓
口
へ

届
出
く
だ
さ
い
。
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苫前町の交通事故情報
平成14年12月末現在（累計）

発生件数　死者数　負傷者数

18件 ３人　　 20人

交通事故死ゼロ日数は

12月31日現在で227日

風力発電の売電状況（町営分）
14年の実績（１月～12月分）
５４，８７２，８４５円

平成14年11月分の実績
・供給電力量
８１８，６４０ｋＷｈ
１０，２７１，８８５円
（設備利用率５０．０１％）

平成14年12月分の実績
・供給電力量
８５４，２００ｋＷｈ
１０，７１８，０７４円
（設備利用率４６．２２％）

苫
前
町
へ
寄
付

○
苫
前
建
設
協
会
　

会
長
　
橋
　
場
　
一
　
雄
　
様

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付

○
札
幌
市
　
宇
　
草
　
伸
　
一
　
様

○
古
丹
別
　
加
　
藤
　
隆
　
雄
　
様
　

各
町
内
会
へ
寄
付

（
港
町
内
会
へ
）

○
苫
　
前
　
佐
々
木
　
芳
　
子
　
様

（
古
丹
別
町
内
会
へ
）

○
古
丹
別
　
谷
　
　
　
友
　
恵
　
様

各
老
人
ク
ラ
ブ
へ
寄
付

（
三
渓
渓
友
会
へ
）

○
古
丹
別
　
加
　
藤
　
隆
　
雄
　
様
　

（
古
丹
別
老
人
ク
ラ
ブ
へ
）

○
古
丹
別
　
谷
　
　
　
友
　
恵
　
様

各
団
体
へ
寄
付

（
古
丹
別
母
子
会
へ
）

○
札
幌
市
　
宇
　
草
　
伸
　
一
　
様

（
古
丹
別
婦
人
会
へ
）

○
札
幌
市
　
宇
　
草
　
伸
　
一
　
様

ご
厚
志
に

感
謝
し
ま
す

違
法
・
迷
惑
駐
車
は
、
交
通
渋
滞

や
交
通
事
故
を
誘
発
す
る
こ
と
は
も

と
よ
り
、
救
急
車
等
の
活
動
を
阻
害

す
る
原
因
と
な
り
ま
す
。

特
に
、
冬
期
間
に
お
い
て
は
、
違

「
危
険
、
迷
惑
い
っ
ぱ
い
の

路
上
駐
車
は
止
め
ま
し
ょ
う
」

冬
道
の
違
法
・

迷
惑
駐
車
の
防
止

法
・
迷
惑
駐
車
の
た
め
除
排
雪
が
ス

ム
ー
ズ
に
出
来
ず
、
道
路
管
理
に
支

障
が
生
じ
た
り
、
駐
車
車
両
の
陰
か

ら
歩
行
者
の
飛
び
出
し
交
通
事
故
に

も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

安
全
で
円
滑
な
道
路
交
通
の
場
を

確
保
す
る
た
め
に
、
お
互
い
に
違
法

・
迷
惑
駐
車
を
し
な
い
・
さ
せ
な
い

・
許
さ
な
い
気
運
を
高
め
る
よ
う
、

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。羽

幌
警
察
署

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住

所
の
あ
る
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未

満
の
す
べ
て
の
方
が
加
入
し
、
基

礎
年
金
の
給
付
に
必
要
な
費
用
を

公
平
に
負
担
す
る
こ
と
に
よ
り
成

り
立
っ
て
い
る
制
度
で
す
。

現
役
世
代
が
納
め
る
保
険
料
が

今
の
高
齢
者
な
ど
年
金
を
受
け
て

い
る
世
代
の
生
活
を
支
え
、
現
役

世
代
が
年
金
を
受
け
取
る
世
代
に

な
っ
た
と
き
に
は
、
次
の
世
代
の

納
め
る
保
険
料
が
生
活
を
支
え
て

く
れ
る
の
で
す
。

長
引
く
不
況
に
よ
り
「
年
金
は

経
済
変
動
に
対
応
し
き
れ
な
い
の

で
は
な
い
か
？
」
な
ど
の
声
が
聞

か
れ
ま
す
が
、「
老
齢
基
礎
年
金
」

は
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
に
よ
っ
て
年

金
価
値
が
将
来
に
わ
た
っ
て
保
障

さ
れ
ま
す
し
、
生
涯
支
給
さ
れ
、

長
生
き
を
す
る
ほ
ど
年
金
受
給
額

将来のため、万が一のため、国民年金保険料を納めましょう。

は
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
国
民
年
金
に
加
入

し
て
い
な
か
っ
た
り
、
将
来
受

け
る
年
金
額
が
減
額
さ
れ
た
り
、

受
け
取
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。ま

た
、
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
に

よ
り
障
害
の
状
態
に
な
っ
た
場

合
に
支
給
さ
れ
る
「
障
害
基
礎

年
金
」
や
、
一
家
の
働
き
手
が

亡
く
な
っ
た
場
合
に
残
さ
れ
た

遺
族
に
支
給
さ
れ
る
「
遺
族
基

礎
年
金
」
は
、
一
定
の
保
険
料

納
付
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ

と
が
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

将
来
、
安
心
し
て
老
後
を
迎

え
ら
れ
る
、
ま
た
、
万
が
一
の

事
故
や
病
気
に
備
え
る
た
め
に

も
毎
月
き
ち
ん
と
国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
ま
し
ょ
う
。

こ
の
ほ
ど
、
人
権
擁
護
委
員

と
し
て
大
矢
根
正
春
氏
（
古
丹

別
�
五
―
四
〇
五
一
）
が
再
任

さ
れ
、
委
任
状
が
一
月
七
日
に

久
保
田
町
長
か
ら
手
渡
さ
れ
ま

人
権
擁
護
委
員
に

大
矢
根
正
春
氏
が
再
任

し
た
。
同
委
員
は
、
法
務

大
臣
が
人
権
擁
護
委
員
法

に
基
づ
い
て
委
嘱
し
て
い

る
も
の
で
す
。

当
町
で
は
同
氏
と
竹
橋

隆
至
氏
（
苫
前
�
四
―
二

一
五
七
）
の
二
人
が
同
委

員
の
委
嘱
を
受
け
て
お
り

ま
す
。

人
権
侵
害
な
ど
で
お
悩

み
の
相
談
は
、
口
頭
、
電

話
、
手
紙
の
い
ず
れ
の
方
法
で

も
結
構
で
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
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平成14年６月１日からデイ・ライト運動を実施

しておりますが、これまでの結果、交通事故防止

に一定の効果が期待できることから、平成15年か

らは通年運動として実施することとなりました。

デイ・ライト運動は、昼間にライトを点灯する

ことにより、運転者自ら交通安全意識を高めるほ

か、他の運転者や歩行者等にも交通安全を願う輪

を広げることにねらいがあります。また、ライト

点灯により車両の存在・位置等を相手に認識して

もらい、交通事故防止を図ろうという目的があり、

次の推進機関・団体等が参加し推進しております。

【主　催】北海道・北海道警察・北海道教育委員

会・�北海道交通安全推進委員会・�北海道交

通安全協会

【推進機関・団体】市町村・�北海道安全運転管

理者協議会・�北海道ハイヤー協会・�北海道

トラック協会・�北海道バス協会・�北海道建

設業協会・�北海道指定自動車教習所協会・そ

の他運動に参加する機関・団体等

【協　賛】北海道運輸局・北海道労働局

①　外地等の勤務経験があり、加算年を含む在職年が３年以上
の方及び実在職年が１年以上の方に、内閣総理大臣名の書
状・銀杯を贈呈しています。（平和祈念事業特別基金等に関する法律第
43条第1項に定める慰労品の贈呈を受けた方は対象になりません。）

②　内地勤務経験のみの方で、加算年を含む在職年が３年以上
の方及び実在職年が１年以上の方に、内閣総理大臣名の書状
を贈呈しています。
③　上記対象者で、請求を行うことなく亡くなられた方に、ご
遺族からの請求に応じて対象者あての内閣総理大臣名の書状
を贈呈しています。（③の請求期限：平成17年3月31日）
※「恩給欠格者」とは、恩給法令でいう旧軍人軍属であって、年金たる恩給
を受給するための最短在職年数に満たない方及び旧軍人軍属として在職に
関連する共済年金等年金たる給付を受ける権利のない方をいいます。

昭和42年の引揚者特別交付金を受給された方に、内閣総
理大臣の書状を贈呈しています。（請求期限：平成15年3月
31日）
○請求書類は、各市町村の福祉関係の担当課に用意してありま
す。なお、すでに請求された方は、請求の必要がありません。
【お問い合わせ先】 総務省認可法人平和祈念事業特別基金

フリーダイヤル 0120-234-933まで
ホームページ http://www.heiwa.or.jp/

◎旧軍人軍属で恩給などを受けていない、いわゆる恩給欠格
者の方

◎終戦に伴い、本邦以外の地域から引揚げてこられた方

恩給欠格者、引揚者の皆様へ

平成15年2月17日（月）から

平成15年3月17日（月）までです。

還付申告の方はすでに受け付け

ていますが、税務署の閉庁日（土・

日曜日・祝日等）は、税務署では

相談及び申告書の受け付けは行っ

ておりませんのでご注意ください。

留萌税務署

平成14年分の所得税の確定
申告の税務窓口での相談及
び申告書の受付は、

２月７日は、我が国固有の北方
領土が国際法上からも明らかにさ
れた日であり、平和と友好のうち
に領土問題の解決を望んでいる返
還要求運動の趣旨に、最もよい日
として選ばれました。

歯舞群島、色丹島、国後島、択捉
島の四島は、日本固有の領土です。

北方領土の日

毎年、冬になると屋根に積もった雪、氷、つららが落ちて、歩行者がけが
をしたり、また、死亡したりすることがしばしば起こっています。
皆さんも冬期間の生活にはご苦労されていると思いますが、冬期間の通行
を円滑にし、事故をなくすため、特に次のことに注意するようお願いいたし
ます。
◆道路に屋根の雪が落ちるような建物には、雪、氷、つららが落ちて事故
が起こらないよう、丈夫な雪のすべり止めなどをつけるようにしてくだ
さい。
◆たとえ、雪のすべり止めがつけてあっても、強さが足りなかったり、針
金などがさび付いて古くなったりしてこわれ落ちることもありますの
で、必ず点検して早めに修繕するようにしてください。
◆屋根の雪、氷、つららは、気温が急に上昇し、特にマイナス３度からプ
ラス３度位になったときは、落ちやすい状態になっていますので、早め
に雪、氷、つららをおろすようにし、おろすときは歩行者や遊んでいる
子どもなどに注意してください。
◆雪や氷が落ちる恐れのある軒下などは、歩行者
に十分注意をうながすようにしてください。
◆屋根からたくさんの雪が落ちたときは、ただち
に事故がないかを確かめるとともに、歩行者の
通行の支障にならないようにすみやかに処理し
てください。
◆屋根から落ちた雪、氷、つららや敷地内の雪を道路に出すと、歩行者や
車の運行の支障となりますので、出さないようにしてください。

留萌開発建設部・留萌土木現業所・羽幌警察署・苫　前　町

デイ・ライト（昼間点灯）
運動の通年実施

四島還れ!!祈りを声に・行動に
２月７日は「北方領土の日」

落氷雪による事故防止
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▽
表
紙
に
続
い
て
子
ど
も
カ
ル
タ
の

話
題
に
触
れ
た
い
。
こ
の
ほ
ど
苫
前

小
学
校
の
六
年
生
チ
ー
ム
（
籾
山
憂

気
君
、
小
澤
春
菜
さ
ん
、
瀬
川
久
美

子
さ
ん
）
が
管
内
中
部
大
会
で
優
勝
、

初
め
て
単
独
で
全
道
大
会
出
場
の
切

符
を
手
に
し
た
。
本
当
に
お
め
で
と

う
▽
有
名
な
「
ロ
ー
マ
は
一
日
に
し

て
な
ら
ず
」
と
は
よ
く
耳
に
す
る
言

葉
で
あ
る
が
、
復
活
を
か
け
た
苦
節

十
年
、
苫
前
地
区
の
子
ど
も
会
の
取

り
組
み
は
ま
さ
に
こ
の
言
葉
が
当
て

は
ま
る
。「
継
続
は
力
な
り
」、
育
成

会
の
地
道
な
努
力
の
結
実
で
あ
り
、

子
ど
も
の
笑
顔
が
そ
の
答
え
だ
▽
全

道
大
会
は
、
今
月
の
二
十
三
日
に
札

幌
定
山
渓
で
開
か
れ
る
。
過
去
、
こ

の
大
会
で
優
勝
の
実
績
を
持
つ
苫
前

勢
は
、
名
実
と
も
に
「
強
豪
」
と
評

さ
れ
る
▽
中
部
で
の
小
学
生
十
連
覇
、

中
学
生
四
連
覇
を
引
っ
さ
げ
て
の
出

場
に
、
私
も
熱
い
エ
ー
ル
を
送
ろ
う
。

編
集
雑
記
帳

人 の う ご き

◎人口／４，４０３人　（±　０）

男／２，０９３人　（－　３）

女／２，３１０人　（＋　３）

◎世帯／１，７８４世帯（±　０）

１２月３１日現在（ ）内前月比

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
　
　
　
　
　
　
ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
　
　
　
　
　
　
ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ちびっこギャラリ－　 ちびっこギャラリ－　 ちびっこギャラリ－

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
町
内
の
保
育

所
（
園
）
・
小
・
中
学
校
・
高
校
の

園
児
や
児
童
生
徒
の
作
品
を
紹
介
す

る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

一
人
で
も
多
く
の
作
品
を
紹
介
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

三
月
号
は
古
丹
別
小
学
校
の
児
童

の
み
な
さ
ん
で
す
。

・とても頑張りました。頑張った
ので、本物よりいい男になったと
思います。

３年

櫻井　宏和くん

「自画像」

・顔の角度がポイントだと思いま
す。

３年

大沼　志穂さん

「自画像」

・髪の毛の部分に力を入れて頑張
ったので上手にできましたが、口
が作り物のようになってしまった
のが残念です。

３年

若狭亜里沙さん

「自画像」

・目が気に入ってます！

３年

三國　靖代さん

「自画像」

・一本一本、髪の毛を描くのが大
変でしたが、うまく塗ることがで
きたので良かったです。

３年

大川　　舞さん

「自画像」

・自分なりにうまくいってよかっ
たです。

３年

菊地　健太くん

「自画像」

・最近、まゆ毛の位置が違うこと
に気付きました。

３年

川村　桃子さん

「自画像」

・表情（特に目）と背景の色で自
分の独特な雰囲気がよく出せまし
た。

３年

籾山　翔早くん

「自画像」

苫前中学校の生徒の作品


